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K2CO3 (1.2 equiv) R
1 O
OHR2
2H2O 5 mL, dark condition
Br2 (1.5 equiv) or DBI (1.0 equiv)








 続いて私は、Me2SnCl2 を触媒として、臭素イオン源として KBr を、また白金電極を
用いた水中での 1,2-diol の電気化学的な選択的酸化反応を開発した(Eq 2)。この手法は
陽極で得られる“Br+”イオンを酸化剤として、陰極で得られる OH−イオンを電解発生塩
基（EGB）として用いている 4。様々な環状、非環状 1,2-diol を用いて中程度から高い











dark condition, 0 oC
KBr (1.2 equiv)
3 F/mol,  20 mA1 mmol
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た活性化は、1,2-diol から α-hydroxy ketone への選択的な酸化を高効率に促進した。水中
で安定な酸化剤である DBI 用いることで化学的な酸化を達成することができた。さら
に、水中において白金電極と KBr をメディエイターとして用いてクリーンな電気化学
的酸化手法を達成した(Eq 3) 5。どちらの手法を用いても様々な環状や非環状 1,2-dios か

































入手容易な KBrO3 を用いると、スズ触媒やボロン酸触媒を加えなくても選択的な 1,2-
diol の酸化が水中で進行した(Eq 4)。多様な環状、非環状 1,2-diol に適用可能でり、この







2H2O (5 mL), rt
dark condition
KHSO4 (1.0 equiv)
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